
























































数は 25 と，非常に少ないことがわかります（The 













2003 年から 2005 年まで豊島区，立川市などで行わ

























































新生児期 75 dB 1 歳（12 ～ 23 か月）30 dB
3 ～ 4 か月 60 dB 2 歳（24 ～ 35 か月）20 dB
4 ～ 7 か月 50 dB 3 歳（36 ～ 43 か月）15 dB
7 ～ 9 か月 45 dB






































約 0.4％でした．この約 4,000 人の児の中で両側の難
聴が見つかった児が 1,162 人，約 3割でした．この
なかで中等度以上の難聴が見つかると療育が必要に
なります．補聴器装用，療育が行われた児は 63％



























































































































の小児に対し，補聴器 1台あたり 13 万 7 千円の 10
分の 9 の助成がされます．東京では現在 37 の区市
で行われ，自治体が半分，区市町村で半分お金を出
します．中等度難聴の小児が補聴器装用し 3か月ぐ
らい経つと，言葉の変化とかコミュニケーションの
変化が見られるということが報告されております
（井上理絵　Audiology Japan 2007）．
人工聴覚器
　新しい人工聴覚機が開発されています．人工内耳
は蝸牛の中に直接電極を入れますが，人工中耳は蝸
牛の入口，中耳内に端子を置いて振動を伝える機器
です．中耳炎の手術後聴力が改善しなかった症例，
人工内耳の適応にならない難聴症例に適していると
言われております．まだ保険承認の申請中です．
BAHAという埋め込み型の骨導補聴器があります．
BAHAは 2013 年に保険承認がおりました．骨導型
の補聴器というのは昔からありましたが，それを埋
め込み型にしたものです．日本では両側難聴例に保
険適応が認められています．生まれつき両側外耳道
が閉鎖しているトリチャーコリンズ症例などは非常
によい適用となります．海外では片側難聴の方にも
適用があります．
　一側性の難聴症例については私が入局した当時，
片方の耳が聴こえてれば，あとは大丈夫だから心配
ないと言われておりました．ご家族にも「お子さん
の片耳は全然聴こえてないのですが，もう一方が聴
こえているから普通に言葉も出ます．心配ないです
よ．」と説明していた記憶があります．実際には一
側性の難聴児は学童期以降になると学校の授業につ
いていけない，認知的に少し問題があるなどと報告
されています（Lieu JE 2004）．成人でも片耳の聴
こえが悪い方は，パーティ会場などのざわざわした
ところだと非常に聴き取りが悪く，ご不自由されて
小児難聴の診断・治療
5
います．今後は一側性の難聴例でも BAHAのよう
な機械が保険承認されて使えるようになると，非常
に良いのではないかと思っております．
　難聴を改善し，よりよいコミュニケーションを築
くためには早く障害を見つけて，適正な治療と療育
を行うことが特に小児では大事だと思っておりま
す．
　ありがとうございました．
